
福
岡
法
務
局
長
表
彰
を
受
賞

　
人
権
擁
護
委
員
の
松
田
義
春
さ
ん
（
山
鹿
）

が
長
年
に
わ
た
る
人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
功
績
が
た
た
え
ら

れ
、
５
月
21
日
、
福
岡
法
務
局
長
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
人
権
擁
護
委
員
」
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
問
題
解

決
の
手
伝
い
を
し
た
り
、
法
務
局
の
職
員
と

協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済

を
し
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
へ
の
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支
援
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

入
国
警
備
官
募
集

　

入
国
警
備
官
は
日
本
の
安
全
と
国
民
生
活

を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽�����

応
募
方
法　
7
月
29
日
木
ま
で
（
受
信
有

効
）
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
（http://w

w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

）。

▽�����

第
１
次
試
験　
９
月
26
日
日

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
出
入
国
在
留
管
理
局

総
務
課（
☎〈
０
９
２
〉７
１
７
局
５
４
２
０
）

職
業
訓
練
生
（
10
月
生
）
募
集

△

�
募
集
科
目
・
定
員　
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
科
＝
15
人�

②
ビ
ル
設
備

サ
ー
ビ
ス
科
＝
24
人

△

�

対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込
み

を
し
、
受
講
指
示
、
支
援
指
示
ま
た
は
受

講
推
薦
を
も
ら
え
る
人

△

�

訓
練
期
間　
10
月
５
日
火
～
令
和
４
年
３

月
29
日
火

△

�

受
付
期
間　
８
月
２
日
月
～
９
月
７
日
火

△

�

申
し
込
み　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
幡
（
☎
６

２
２
局
５
５
６
６
）

△

�

問
い
合
わ
せ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
岡

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
局
６
９
０
９
）

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

「
緑
化
講
習
会
」
受
講
者
募
集

　
「
観
葉
植
物
と
多
肉
植
物
の
育
て
方
」
講
習

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽�

と
き　
９
月
４
日
土
・
午
後
１
時
30
分
～

４
時

▽�

と
こ
ろ　
北
九
州
市
立
総
合
農

事
セ
ン
タ
ー
（
小
倉
南
区
横
代
）

▽
募
集
人
数　
30
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
開
催
前
日
ま

で
に
、
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
管
理
事
務

所
（
☎
〈
０
９
４
３
〉
７
２
局
１
１
９
３
）

ま
た
は
（
フ
ァ
ク
ス
〈
０
９
４
３
〉
７
２

局
１
５
５
８
）
へ

※
月
曜
日
は
休
み
で
す
。

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

■�

講
習
会

①
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
（
資
格
取
得
）

▽�

と
き　
８
月
30
日
月
～
11
月
26
日
金
の
間

の
10
日
間

▽�

と
こ
ろ　
株
式
会
社
西
日
本
医
療
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
（
中
間
市
通
谷
）

▽�

定
員　
８
人

※�

託
児
有
（
事
前
予
約
制
）

▽�

受
講
料　
無
料

※�

教
材
費
な
ど
１
万
円
は
自
己
負
担

▽�
申
込
期
限　
８
月
16
日
月

②�
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
介
護
士
2
級
＆
シ
ナ

プ
ソ
ロ
ジ
ー
普
及
員
養
成
（
資
格
取
得
）

▽�

と
き　
９
月
12
日
日
～
10
月
31
日
日
の
間

の
４
日
間
（
す
べ
て
日
曜
日
）

▽�

と
こ
ろ　
飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

▽�

定
員　
８
人

※�

託
児
有
（
事
前
予
約
制
）

▽�

受
講
料　
無
料

※�

教
材
費
な
ど
４
０
０
０
円
は
自
己
負
担

▽�

申
込
期
限　
８
月
30
日
月

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２

１
局
０
３
９
０
）

Ｓス

ト

ッ

プ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
へ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解

消
の
た
め
の
法
律
「
本

邦
外
出
身
者
に
対
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
の

解
消
に
向
け
た
取
組
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
本
年
6
月
で
５
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
特
定
の
民
族
や
国
籍

の
人
び
と
を
排
除
す
る
差
別
的
言
動
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
そ
れ

を
見
聞
き
し
た
人
び
と
に
悲
し
み
や
恐
怖
、

絶
望
感
な
ど
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、
決

し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

　
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
知
り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
へ
の
理
解

を
深
め
、
民
族
や
国
籍
を
超
え
、
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
あ
う
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
よ
る
被
害
な
ど
、
人

権
に
関
す
る
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

相
談
電
話
番
号　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
〈
０
５
７
０
〉
０
０
３

局
１
１
０
）

みんなの

ひろば
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●
浜
木
綿
俳
句
会

鯉
に
揺
れ
睡
蓮
開
く
刻
を
待
つ

�

野
口
加
津
美

翡
翠
の
声
の
一
瞬
沼
の
寂

�

池
田
千
恵
子

過
去
帳
の
梵
字
薄
る
る
梅
雨
湿
り

�

吉
住　
利
枝

地
の
声
の
ひ
そ
か
な
湿
り
実
梅
落
つ

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

母
と
な
る
思
ひ
の
丈
の
レ
ー
ス
編
む

�

田
尾
三
千
枝

田
植
機
の
お
よ
ば
ぬ
所
母
植
う
る

�

縄
田　
惠
子

水
底
の
深
き
を
知
ら
ず
水
馬

�

仲
山
ク
ニ
子

接
種
後
の
熱
に
う
つ
ろ
ふ
梅
雨
ひ
と
日

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

雨
上
が
り
夏
山
に
か
か
る
白
き
も
や

言
葉
に
な
ら
ぬ
思
い
の
よ
う
に

�

後
藤　
征
子

雨
の
日
は
庭
に
生
り
た
る
梅
の
実
で

ジ
ャ
ム
を
作
り
て
ひ
と
日
過
ぎ
た
る

�

麻
生　
清
子

昨
夜
か
ら
降
り
つ
づ
け
た
る
雨
の
や
み

苑
の
芝
生
に
朝
日
輝
く

�

宮
﨑
佐
代
子

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
画
面
に
見
入
れ
ど
も

注
射
の
瞬
間
目
線
を
逸
ら
す

�

村
上　
一
惠

【一般書】
婿どの相逢席 西條　奈加� 著
遠巷説百物語 京極　夏彦� 著
星影さやかに 古内　一絵� 著
大連合 堂場　瞬一� 著

【児童書】
夏休みルーム はやみね　かおる�作
さよならのたからばこ 長崎　夏海� 作
お化けの猛暑日 川端　誠� 作
コップのすいえい 二宮　由紀子� 作
デリバリーぶた 加藤　休ミ� 作

ランチ酒�
今日もまんぷく
� 原田　ひ香　著

　思い出の餃子×ビール、
遠くへ行きたくなるお好
み焼き×レモン酎ハイ、
好きな人と食べたい白い
オムライスと白ワイン…
悩んでも、迷っても、食
べる喜びが背中を押して
くれる。珠玉の人間ドラ
マ×絶品グルメ小説。

と　き 　　出　演・催　し　　
4 日水 赤ちゃんおはなし会たっち
8 日日 にじの会
14 日土 お話しポケット
21 日土 おはなしトントン
22 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から

�
△

ところ　おはなしのへや・多目的室

　第67回青少年読書感想文全国コンクールの課題図
書、第65回西日本読書感想画コンクールの指定図書
をそれぞれのコーナーに展
示しています。小学生向け
は1階、中・高校生向けは
2階ＹＡコーナー。本を読
んで感じたことを文や絵で
表してみませんか。

俳
句
、
短
歌

■休館日　�２日月、10日火、16日月、23日月、
26日木、30日月

芦屋町図書館
（☎２２３局３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん ８月

定例おはなし会

新 着 図 書

注目の一冊

　折り紙のように折って作るノートです。
　表紙は絵を描いたり飾りをつけたりして、お気に入
りの一冊にしよう！△

とき　８月 22日日・午後２時～４時△

ところ　多目的室△

対象　小学３年生～中学生△

定員　８人（申し込み先着順）△
�申し込み　８月1日日から、

電話または図書館カウンターへ

図書館工作「折るだけノートを作ろう」

読書感想文・感想画　特集コーナー
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